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平成２３年度－第７回（定例・臨時）－
教 育 委 員 会 会 議 録

午前開 会 平成２３年 ７月２１日 ２時３０分午後午前閉 会 平成２３年 ７月２１日 ３時１８分午後会 議 場 所 教育委員室濵上和康 出 平田静太朗 出 藤岡庄司 出委 員 出 欠 松村佳子 出 花山院弘匡 欠 冨岡將人 出議事録署名 教 育 委 員 長委 員 教育委員長職務代理者 奈良県教育委員会事務局書 記 企画管理室
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議 案 及 び 議 事 内 容 結果次 第報告事項１ 平成２４年度使用高等学校用教科書の採択について 承 認報告事項１ 平成２４年度使用高等学校用教科書の採択について○委員長 「報告事項１について報告願います。」○教育長 「県立学校において平成２４年度使用する高等学校用教科書について、学校長の内申を受けて、それらを採択することとし、教科書採択一覧を作成しました。詳細について学校教育課長より報告します。」○教職員課長 ・・・資料に基づき報告・・・○委員長 「ただいまの件につきまして、ご意見、ご質問はございませんか。」○平田委員 「今回、会議に持ち込んでもらった教科書はどういうものか。」○学校教育課長「今回、橿原高等学校、王寺工業高等学校で新規に採択された教科書である。」○平田委員 「この中には、他校ですでに採択されているものもあるのか。」○学校教育課長「他校ではすでに採択されている教科書も含まれている。」○平田委員 「絵、写真やカラー刷りの部分が多い。」○学校教育課長「近年の教科書は、そのようなものが多い。」○濵上委員 「教科書を何年ごとに替えるというサイクルはあるのか。」○学校教育課長「各学校によって異なっている。ただ、ローテーションで替えていくというものではない。」○濵上委員 「社会的事情が変わってくるということもあるが。」○学校教育課長「生徒の状況等に応じて替えていくというものである。」○濵上委員 「確かに学校によって学力のレベルは違う。」○教育次長 「数学などは同じ出版社でも何種類も教科書があり、難易度の違うものを各学校が選ぶ。また、教科書を替えることで保護者から苦情が来ることもあった。」
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議 案 及 び 議 事 内 容 結果○濵上委員 「同じ教科書を使用し続ける場合もあるのか。」○教育次長 「国語や英語は、教科書が同じだと定期考査の試験問題が前年度と同様になることがあるので、毎年替える学校が多い。」○平田委員 「芸術の教科書はⅠからⅢすべて使用するのか。」○学校教育課長「書道、音楽、美術のうち選択となる。また、Ⅰは必修だがⅡ、Ⅲは選択となる。」○藤岡委員 「ゆとり教育が行われていたときと比較して、学習指導要領に変化が出てきているのか。」○学校教育課長「教科によっては内容が増えている。また理科の選択の関係では、物理、生物、化学、地学の４領域のうち３領域を学習することになっている。数学の内容も充実してきている。」○松村委員 「教科書の内容によって、学びやすい生徒も物足りない生徒も出て来ると思う。」○藤岡委員 「副読本の内容によっても左右されると思う。」○委員長 「他にご意見がないようですので、この件について承認してよろしいか。」※ 各委員一致で承認その他報告事項① 平成２３年度高等学校等奨学金の採用状況について （学校支援課長）② 県立高校２校の施工不良について （学校支援課長）③ 平成２４年度奈良県・奈良市・大和高田市公立学校教員採用候補者選考試験実施状況について （教職員課長）


